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「
後
期
難
波
宮
と
平
城
宮（
２
）―
大
極
殿
の
比

較
」

　
今
回
の
ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座
も
、一
般
財
団

法
人
大
阪
市
文
化
財
協
会
の
南 

秀
雄
先
生
に「
後

期
難
波
宮
と
平
城
宮
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、３
回

に
分
け
て
話
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は

２
回
目
の「
大
極
殿
の
比
較
」と
い
う
観
点
で
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
日
は
、「
後
期
難
波
宮
と
平
城
宮
」の
2
回
目

の
話
と
し
て
、「
大
極
殿
の
比
較
」を
し
て
み
ま

す
。
後
期
難
波
宮
の
大
極
殿
は
7
2
6
年
か
ら
聖

武
天
皇
が
藤
原
宇
合
を
知
造
難
波
宮
事
に
任
命

し
て
、再
建
が
始
ま
っ
た
。
7
3
2
年
に
難
波
宮

造
営
が
一
段
落
し
た
こ
と
か
ら
、石
川
枚
夫
に
交

代
。
7
3
4
年
に
宅
地
を
班
給
し
た
こ
と
か
ら
、

大
極
殿
は
7
3
2
年
か
7
3
4
年
に
は
完
成
し

て
い
た
と
い
う
の
が
普
通
の
考
え
方
で
あ
る
。
平

城
宮
の
大
極
殿
と
比
較
す
る
上
で
、こ
の
こ
ろ
の

建
物
だ
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
だ

き
た
い
。

１
，後
期
難
波
宮
の
大
極
殿

　
1
9
8
9
年
、大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

後
期
難
波
宮
を
復
元
し
た
。（
監
修
：
澤
村
仁
、協
力

　
大
阪
市
文
化
財
協
会
）　

（
１
）基
壇
の
復
元

　
基
壇
の
表
面
は
石
で
化
粧
さ
れ
て
い
る
が
、化

粧
石
の
基
礎
が
地
面
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
て
、そ

の
溝
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
石
も
建
物
も
長
岡
京

に
移
築
す
る
た
め
に
運
ば
れ
た
の
で
、ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
な
い
が
、３
つ
ぐ
ら
い
は
残
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
石
の
形
が
わ
か
り
、基
礎
の
溝
の
形
か

ら
、基
壇
・
建
物
へ
と
復
元
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
基
壇
の
高
さ
は
2
.
1
m
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た

が
、発
掘
で
見
つ
か
っ
た
の
は
削
ら
れ
て
い
る
の

で
、8
0
㎝
ぐ
ら
い
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

外
に
出
っ
張
っ
て
い
る
溝
は
基
壇
に
上
が
る
た

め
の
階
段
跡
で
、南
面
3
ヶ
所
、北
面
2
ヶ
所
、側

面
1
ヶ
所
ず
つ
の
合
計
7
ヶ
所
と
な
る
。

　
基
壇
の
規
模
は
、
東
西
4
1
.
7
1
m

（
1
4
1
尺
）、南
北
2
1
.
1
6
ｍ（
7
1
.
5

尺
）。
こ
れ
は
地
覆
石
外
面
で
の
距
離（
地
覆
石

と
は
、建
物
の
基
壇
の
周
囲
を
切
石
で
化
粧
す
る

際
、側
面
の
羽
目
石
と
地
面
と
の
間
に
お
か
れ
た

石
の
こ
と
）。

　
階
段
は
2
.
4
ｍ（
８
尺
）外
側
に
出
て
い
た
。

勾
配
を
考
慮
す
る
と
高
さ
は
2
.
1
ｍ
強（
7

尺
）と
な
り
、9
段
に
復
元
さ
れ
た
。

（
２
）建
物
の
復
元

　
正
面
の
階
段（
南
側
）の
と
こ
ろ
は
入
口
に
な

る
の
で
、扉
が
あ
り
、柱
は
来
な
い
。
こ
の
柱
と

柱
の
間
隔
が
決
め
手
と
な
る
。
階
段
の
両
端（
耳

石
）の
位
置
と
柱
位
置
は
一
致
す
る
の
で
、柱
と

柱
と
の
間
の
寸
法
が
わ
か
る
。
柱
間
を
完
数（
尺

で
割
り
切
れ
る
数
）に
な
る
よ
う
に
柱
を
割
り
付

け
る
。
大
極
殿
の
平
面
規
模
で
は
東
西
は
1
0
本

の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、桁
行
９
間

（
3
5
.
2
0
ｍ
、1
1
9
尺
）と
な
る
。
南
北
は

5
本
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、梁
行
4
間

（
1
4
.
7
9
ｍ
、5
0
尺
）と
な
る
。
各
時
代
の

大
極
殿
の
大
き
さ
は
違
っ
て
い
る
が
、桁
行
9
間

×
梁
行
４
間
は
決
ま
っ
て
い
る
。
柱
間
は
外
に
行

く
に
従
い
狭
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、他
の
大

極
殿
に
は
な
い
後
期
難
波
宮
の
特
徴
に
な
っ
て

い
る
。

　
大
極
殿
の
北
側
の
廊
下（
軒
廊
こ
ん
ろ
う
）を

た
ど
っ
て
い
く
と
、後
殿（
天
皇
が
出
御
す
る
前

に
衣
装
を
整
え
た
り
、休
憩
を
し
た
り
す
る
と
こ

ろ
）が
あ
る
。
何
か
大
極
殿
を
使
う
行
事
が
あ
る

と
き
、天
皇
は
後
殿
で
準
備
を
し
、準
備
が
終
わ

れ
ば
、廊
下
を
通
っ
て
大
極
殿
に
出
て
く
る
と
い

う
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た
。
屋
根
は
寄
棟
造
り
で

復
元
さ
れ
て
い
る
。

　
前
面
は
吹
き
放
し（
壁
な
し
）、北
・
東
・
西
は

壁
に
な
っ
て
お
り
、階
段
・
廊
下
と
つ
な
が
る
部

分
に
は
扉
が
あ
っ
た
。

２
．平
城
宮
中
央
区
の
大
極
殿（
第
1
次
大
極
殿
：

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
復
元
）

　
平
城
宮
に
は
２
つ
の
大
極
殿
が
あ
っ
た
。
大
極

殿
は
1
時
期
に
は
１
つ
し
か
存
在
し
な
い
の
で
、

奈
良
時
代
前
半
は
左
側
中
央
区
に
あ
る
建
物
と

な
り
、第
1
次
大
極
殿
と
言
う
。
奈
良
時
代
後
半

の
右
側
東
区
に
あ
る
建
物
を
第
2
次
大
極
殿
と

言
う
。
そ
の
境
界
は
、聖
武
天
皇
が
7
4
0
年
ご

ろ
か
ら
恭
仁
京
↓
信
楽
宮
な
ど
と
移
り
、最
後
に

平
城
京
に
復
帰
し
て
以
降
と
な
る
。

（
１
）基
壇
の
復
元

　
基
壇
規
模
は
東
西
5
3
.
1
7
0
ｍ（
1
8
0

尺
）、南
北
2
8
.
6
5
3
ｍ（
9
7
尺
）、基
準
尺

は
１
尺
＝
2
9
.
5
4
ｃ
ｍ
。
階
段
は
南
面
1
ヶ

所
、北
面
3
ヶ
所
、側
面
に
各
１
か
所
の
合
計

6
ヶ
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
2
重
基
壇
に
復
元
し
、高
さ
は
3
.
3
9
7
ｍ

（
1
1
.
5
尺
）、基

壇
の
周
り
は
板
石
で

お
お
わ
れ
て
い
る
。

２
重
基
壇
案
は
凝
灰

岩
切
石
1
枚
の
長
さ

と
関
係
し
て
お
り
、

3
ｍ
を
超
え
る
長
さ

だ
と
1
枚
の
板
石
で

は
持
た
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、２
段
に

分
け
て
推
定
さ
れ

た
。

（
２
）建
物
の
復
元

　
建
物
は
重
層
構
造

（
屋
根
が
2
重
。
2

階
建
て
で
は
な
く
、人
が
上
が
れ
る
2
階
は
な

い
）で
復
元
さ
れ
て
い
る
。

　
初
重
の
平
面
規
模
は
桁
行
9
間

（
4
4
.
0
1
5
ｍ
、1
4
9
尺
）、梁
行
４
間

（
1
9
.
4
9
6
ｍ
、6
6
尺
）、柱
間
は
等
間
隔

で
両
端
の
み
狭
く
な
る
、屋
根
は
入
母
屋
造
り
に

復
元
さ
れ
て
い
る
。

３
．
後
期
難
波
宮
大
極
殿
と
平
城
宮
東
区
の
大
極

殿（
第
2
次
大
極
殿
）

（
１
）平
城
宮
東
区
の
大
極
殿（
第
2
次
大
極
殿
）

　
こ
の
大
極
殿
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、聖
武
天

皇
が
平
城
宮
に
帰
っ
て
き
た
直
後
の
7
4
6

年
・
7
4
7
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
平
城

宮
の
第
1
次
大
極
殿
は
恭
仁
宮
に
置
い
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
た
の
で
、新
し
く
第
2
次
大
極

殿
が
造
ら
れ
た
。
基
壇
規
模
は
東
西
4
5
.
9

ｍ（
1
5
5
尺
）、
南
北
2
3
.
7
ｍ（
8
0

尺
）、残
高
2
.
5
ｍ（
元
の
高
さ
は
こ
れ
よ
り

す
こ
し
高
い
と
推
定
）、階
段
は
南
面
3
ヶ
所
、

北
面
2
ヶ
所
、側
面
に
各
1
ヶ
所
の
合
計
7
ヶ

所
。
平
面
規
模
は
桁
行
9
間（
3
8
.
0
ｍ
、

1
2
9
尺
）梁
行
4
間（
1
5
.
9
ｍ
、1
5
4

尺
）、柱
間
は
等
間
隔
で
両
端
の
み
狭
く
な
っ

て
い
る
。
大
極
殿
に
は
後
殿
が
付
き
、廊
下
で

結
ば
れ
て
い
る
。
形
は
後
期
難
波
宮
と
同
じ
。

屋
根
は
2
重
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）大
極
殿
を
比
較
す
る
と

　
大
極
殿
に
後
殿
が
接
続
す
る
ス
タ
イ
ル
は

後
期
難
波
宮
と
平
城
宮
第
2
次
大
極
殿
で
同

じ
。
階
段
の
数
、大
極
殿
院
の
回
廊
の
平
面
形

が
横
長
で
後
殿
に
取
り
付
く
の
も
同
じ
。
大
極

殿
の
規
模
、大
極
殿
院
の
広
さ
な
ど
、少
し
ず

つ
難
波
宮
の
方
が
小
さ
い
の
で
、復
元
さ
れ
た

建
物
で
比
較
す
る
と
、後
期
難
波
宮
の
大
極
殿

は
少
し
格
が
落
ち
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、屋
根
を
平
城
宮
の
よ
う
に

２
重
に
す
る
の
か
、後
期
難
波
宮
の
よ
う
に
１

重
に
す
る
の
か
で
、見
え
方
が
違
っ
て
く
る
。

屋
根
だ
け
が
2
重
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、2
階
建
て
で
は
な
い
。
2
重
に
す
る
こ
と

で
、建
物
を
高
く
、立
派
な
も
の
に
見
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
中
心
に
あ
る
建
物
を
大
き
く
見

せ
る
手
法
で
あ
る
。
屋
根
の
形
も
後
期
難
波
宮

や
平
城
宮
第
2
次
大
極
殿
の
よ
う
に
寄
棟
造

り
に
復
元
す
る
の
か
、平
城
宮
第
1
次
大
極
殿

の
よ
う
に
入
母
屋
造
り
で
復
元
す
る
の
か
で
、

見
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。
復
元
さ
れ
た
の
は

澤
村
仁
先
生
で
、後
期
難
波
宮
を
寄
棟
造
り
に

さ
れ
た
の
は
、中
国
で
は
入
母
屋
造
り
よ
り
寄

棟
造
り
の
方
が
格
上
の
建
物
に
な
る
こ
と
か

ら
、中
国
的
な
ス
タ
イ
ル
を
重
視
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
入
母
屋
造
り
の
方
が
和
風
に
感

じ
ら
れ
る
。

　
平
城
宮
第
2
次
大
極
殿
院
の
元
に
な
っ
た

の
は
、後
期
難
波
宮
の
大
極
殿
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
後
殿
が
付
き
、廊
下
で
結
ば
れ
る

の
は
同
じ
。
階
段
の
数
が
7
ヶ
所
で
同
じ
。
大

極
殿
を
囲
ん
で
い
る
回
廊
の
平
面
形
態
が
横

長
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
同
じ
。
後
期
難
波
宮

の
大
極
殿
院
が
平
城
宮
の
後
半
の
第
２
次
大

極
殿
に
引
き
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
期

難
波
宮
に
は
聖
武
天
皇
の
考
え
が
反
映
さ
れ
、

自
身
が
つ
く
る
初
め
て
の
宮
殿
と
し
て
力
を

い
れ
た
建
物
で
あ
っ
た
。
後
期
難
波
宮
の
大
極

殿
は
平
城
京
と
比
べ
る
と
小
振
り
な
が
ら
、奈

良
時
代
半
ば
以
降
の
宮
殿
の
主
流
と
し
て
受

け
継
が
れ
る
重
要
性
が
あ
る
。

ミニミニ難波宮講座のようす▲

第60回 日時／ 2025年3月13日（木）　 15時30分から16時30分まで
参加費／無料（作業手袋、ゴミ袋は用意します。）
内　容／ミニミニ難波宮講座のあと、難波宮跡公園と周辺道路のゴミ拾い、

清掃をします。（清掃に使う作業用手袋、ゴミ袋は会館で用意します）
集　合／大阪市教育会館　東館３０３号室
申込み／お名前を財団事務局までお知らせください。（６９４１－０９５１）

　難波宮・大阪城・法円坂界隈に立地する会館、ホール、飲食店などが、大阪の歴
史の出発点である難波宮の顕彰と緑豊かな大阪城・法円坂地域の活性化・振興を
目的として「ナニワノミヤ・パレス・パートナーシップ」（略称　NPP）という連携
協定を結び活動しています。

NPP知らせ文

2025年3月13日（木）15時30分から
法円坂ストリートクリーンアップ大作戦

ミ
ニ
ミ
ニ

　
　難
波
宮
講
座

お買い物はレディースセレクトショップ「Sucreスクレ 森ノ宮」、
「もりのみやキューズモールBASE」のお店へ！

お食事は「菜蔵」、もりのみやキューズモールBASEの「アスショク」、
「KKRホテル大阪」で楽しもう！

難波宮跡公園・森之宮・大阪城界隈の施設とお店はどこでもほっこりできますよ！

　
参
考
文
献

　
・
中
尾
芳
治
「
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波
宮
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極
殿
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宮
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の
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5
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澤
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仁
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宮
大
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の
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宮
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』
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年
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洋
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古
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の
都
城
と
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ジ
ア 

大
極
殿

と
難
波
京
』
2
0
1
3
年
、
清
文
堂

　
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
第
一
次
大
極
殿

の
復
元
に
関
す
る
研
究
　
１
基
壇
・
礎
石
』

2
0
0
9
年

　
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
第
一
次
大
極
殿

の
復
元
に
関
す
る
研
究
　
２
木
部
』
2
0
1
0
年

　
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報

告
』
1
7 

第
一
次
大
極
殿
院
地
区
の
調
査
２

　
・
株
式
会
社
大
林
組
『
季
刊
大
林
　
特
集
難
波

宮
』№
3
1
、
1
9
8
9
年

　
・
小
澤
毅
「
平
城
宮
中
央
区
大
極
殿
地
域
の
建

築
平
面
」『
日
本
古
代
宮
都
構
造
の
研
究
』

2
0
0
3
年
、
青
木
書
店

　
講
座
の
後
、難
波
宮
跡
公
園
と
そ
の
周
辺
道
路

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 特

別
企
画
展

「
発
掘
！
大
名
た
ち
の
蔵
屋
敷 

―
「
天
下
の
台
所
」
に
集
う
米
・
物
・
人 

―
」

　江
戸
時
代
の
大
坂
は
天
下
の
台
所
と
し
て
大
い
に
栄

え
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
藩
は
、
年
貢
米
や
特
産
品
を

売
り
さ
ば
く
た
め
、
中
之
島
と
そ
の
周
辺
に
蔵
屋
敷
を

構
え
ま
し
た
。
そ
の
数
は
天
保
年
間
（
1
8
4
0
年
頃
）

に
は
1
2
0
邸
あ
ま
り
に
達
し
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

日
本
各
地
の
諸
藩
の
財
政
を
支
え
る
と
同
時
に
、
堂
島

米
市
場
誕
生
を
は
じ
め
大
坂
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た

蔵
屋
敷
に
つ
い
て
、
最
新
の
発
掘
調
査
成
果
を
中
心
に
、

絵
図
・
古
文
書
な
ど
も
紹
介
し
な
が
ら
、
実
態
を
描
き

出
し
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
、
そ
の
誕
生
か
ら
終

焉
ま
で
を
俯
瞰
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
近
世
社
会
の
中

で
大
阪
が
担
っ
て
き
た
大
き
な
役
割
や
重
要
性
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
難
波

宮
、大
坂
城
と
並
び
、都
市
大
阪
を
代
表
す
る
歴
史
遺
産
、

大
坂
蔵
屋
敷
に
新
た
な
光
を
投
げ
か
け
ま
す
。

清掃後、集めたゴミと
参加者で記念撮影

▲

会
　
　期

 2
0
2
５
年
１
月
11
日（
土
）〜
３
月
３
日（
月
）※
火
曜
日
休
館

　
　
　
　
　
※
2
月
11
日（
火
・
祝
）は
開
館
、翌
12
日（
水
）は
休
館

開
館
時
間
 午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時  

※
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

会
　
　場

 大
阪
歴
史
博
物
館
　
6
階
　
特
別
展
示
室

観
覧
料 

常
設
展
示
観
覧
料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
　
　
　  

大
人
6
0
0
円（
5
4
0
円
）、

　
　
　
　  

高
校
生
・
大
学
生
4
0
0
円（
3
6
0
円
）

 

※（
　
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

 

※
中
学
生
以
下
・
障
が
い
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方（
介
護
者
１

名
を
含
む
）は
無
料



ゆとりいっぱい楽しいイベントEVENT S c h e d u l e

大阪歴史博物館特集展示

「稲作民俗事始め

―米をつくる技術、

米がつくる文化―」

12/25（水）～2/17（月）

大阪歴史博物館特別企画展

「発掘！大名たちの蔵屋敷

－「天下の台所」に集う米・物・人－」

   1/11(土)～3/3(月)

地下鉄谷町線・中央線「谷町4丁目」駅10番出口より
地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅2番出口より
JR環状線「森ノ宮」駅より 各駅より徒歩約10分

最寄り駅のご案内

大阪市民教育研究所
事務局　大阪市教育会館　2 階
法円坂教育青年文庫 2 階　教育研究団体支援室 R 階
TEL 06-6948-5418　　FAX  06 -6948-5419
E-mail:kenkyusho@zaidan.or.jp

事務局　大阪市教育会館 1 階
TEL 06-6941-0951　　FAX  06-6941-7474
E-mail:kaikan@zaidan.or.jp

【フロント】TEL 06-6943-5021　FAX  06-6945-4833
E-mail:annex@zaidan.or.jp

一般財団法人 大阪市教育会館

大阪市教育会館東館

ブ
ル
ー
の
文
化
・
厚
生
事
業
、

習
い
ご
と
広
場
の
お
申
し
込
み
は

会
議
な
ど
で
の

　
　
　ご
利
用
に URL  https://www.zaidan.or.jp

本館

東館

詳しくは、ＱＲコードからホーム
ページに入っていただくか、大阪
市教育会館フロントにお問い合わ
せください。

●〒540－0006
　大阪市中央区法円坂1－1－35
●大阪市教育会館フロント
　℡ 06－6943－5021　fax 06－6945－4833

賢いチョイス！会議・各種イベントには大阪市教育会館東館を！
利用拡大・促進キャンペーン実施中　通常料金の約40％オフ

会　　期 2024年12月25日（水）
　　　　　　～ 2025年2月17日（月）
　　　　　※ただし2月11日（火・祝）は開館、翌12日（水）は休館

開館時間 午前9時30分～午後5時
   ※入館は閉館の30分前まで

会　　場 ８階 特集展示室（常設展示場内）

観 覧 料 〔常設展示観覧料でご覧になれます〕
　　　　　大人600円（540円）、高校生・
　　　　　大学生400円（360円）

 ※（　）内は20名以上の団体割引料金
※中学生以下・大阪市内在住の65歳以上
（要証明証提示）の方、障がい者手帳等を
お持ちの方（介護者１名を含む）は無料

　鏡餅、お花見、福箕、稲荷神社など、稲作の文化から派生した風習や信仰は、いまも私た
ちの生活に息づいています。これは、稲作が日本人にとって基本的な生業であったことを意味しま
す。このことは、農具の改良や新たな農法の導入など、米作りをめぐる技術革新の歴史からもわ
かります。稲作にまつわる民俗は、まるでたわわに実る稲穂のように豊かな様相をみせます。
　本展示では、近年の民俗学研究を振り返りながら、農具を中心とした技術伝承や農耕儀礼、
穀霊信仰に関わる資料を紹介し、人びとがどのように稲作に向き合ってきたのかについてたどりま
す。みなさまにとって、本展示が稲作とその文化について振り返る「事始め」となることを願って
います。

特集展示「稲作民俗事始め ― 米をつくる技術、米がつくる文化 ― 」

もりのみやキューズモールBASE

1/25（土）

3キュー抽選会

もりのみやキューズモールBASE

2/22（土）

3キュー抽選会

もりのみやキューズモールBASE

3/29（土）

3キュー抽選会

もりのみやキューズモールBASE

1/2（木）

獅子舞イベント

もりのみやキューズモールBASE

1/4（土）

爆上戦隊ブンブンジャーショー
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大阪歴史博物
館特集展示

「泉布観－大
阪最古の洋風

建築－」

2月19日（水
）～4月14日（

月）

20252025 2025

建国記念の日

もりのみやキューズモールBASE休館日

天皇誕生日

振替休日

　　

元日　　　もりのみやキューズモールBASE休館日

成人の日

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

春分の日

　　

　　

　　

大阪市教育会館休館日 習いごと広場 冬の教室

2/1～開講　全11講座

市民ギャラリー

木村英生震災写真展

3/2～

日本酒講習会

2/22（土）

新教育会館　落成式

財団70周年記念式典

3/1（土）

NPP

クリーンアップ作戦

3/13（木）

楽しい英語の教えかた

ワークショップ

3/23（日）


